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第 31 回 地域開発みちの会フォーラム    

日時：平成 31年 2月 10 日（日） 13：30～15：30 

会場：美浜町総合公園体育館 サブアリーナ 

1部 活動報告  

2 部 パネルディスカッション 

テーマ 「発信力UP！ 地域の活性化」 

コーディネーター  山中 和子さん(地域開発みちの会会員) 

パネリスト     加藤 達洋さん(日本福祉大学2年生) 

櫻井 雅美さん(武豊町議会議員) 

杉浦 大地さん(杉浦農園) 

森  里香さん(地域開発みちの会会員) 

 

           

 

                    

 

 

今年は新しい形のフォーラムで、第 1部は我々の活動を皆さんに知ってもらうための発表でした。 

内容は、都会の名古屋市、知多地域北部の物作り産業に関わる人の多く住む街、南部の自然豊かな街に共

通の少子化・高齢化・子育て・減災という問題や、人口減少という地域特有の問題についてです。負の要素

を少しでも減らし次世代に繋ぎたいという思いが溢れる会員の学習、活動発表でした。今まで口頭の報告は

聞いてきましたが、映像を使用しての発表は、分かり易かったです。 

全体としてチョット長かったかもしれませんが、時間の都合上割愛され、もっと伝えたい事があるだろう

と思える発表でした。 

2 部では、色々な立場のパネリストの「地域の活性化」の活動に至るまでのバックボーンを聞くことがで

きて良かったです。また、情報発信には SNS など色々ありますが、顔を見てのおしゃべりが 1 番簡単,効果

的ということでしょうか。 

日本の食糧自給率 38％の今、パネリストの杉浦さんから若い人がこの地域で農業を始める事を聞き、それ

はとても嬉しいことで、応援したいと思いました。                 都築 広子                           

97 号 地域開発みちの会  

   みちの会 だより 
      http://www.aichi.michinokai.cc 発行責任者 都筑 恵美子 
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第 4 回全体会・新年会 

日時：平成 31年 1 月 24 日（木）10：30～ 

会場：日本初の福祉旅館「サポートイン 南知多」  

全体会・新年会の後、日本初の福祉旅館「サポートイン 南知多」 

 の館内を見学しました。お風呂、トイレ、客室など体の不自由な人 

 に考慮されたユニバーサルデザインの素敵な旅館でした。 

・プロジェクト企画 おたすけフリマ 

     新年会の前後におたすけフリマを行いました。 

売上金 ￥36,070 ご協力ありがとうございました。 

・プロジェクト企画 学習会 

講演会 性差別を容認する社会を考える～ 私たちにできることは？～ 

     講師：平野 憲子氏（弁護士） 

     日時：平成 31年 2 月 7 日（木）13：30～15：30 

     会場：東海市立市民活動センター（ソラト 3階）小会議室 

 

 

 

 

第 5 回全体会 

          日時：平成 31年 3 月 14 日（木）10：00～12：00 

     会場：東海市立市民活動センター（ソラト 3階）              

プロジェクト企画 学習会 

性差別を容認する社会を考える 

～ 私たちにできることは？～ 

の発表のあと「今後のみちの会 

について」活発な意見が交され 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

～ 新年度 総会・全体会のお知らせ ～ 
日時  平成 31 年 4 月 17 日（水）総会 10：30～12：00、全体会 13：00～15：00 

場所  知多市市民活動センター ☎0562-31-0381   

住所  知多市緑町 12-1    名鉄常滑線「朝倉」駅下車徒歩７分 

 

 

 

【編集後記】  写真を入れての広報誌作りを生れてこのかた、やったことがなく、パソコン教室に  

通って仕上げることが出来ました。何事も勉強ですね。こんな私とご一緒してくださったお２人の先輩 

ありがとうございました。                         森 里香 

 

「セクハラ」「パワハラ」「性暴力」は被害者が声をあげにくいという風潮にも性差別を感じざるを

得ません。法的に不平等がある現実にどう向き合っていけばいいのか、私たちにできることはなにか

を考えたとき、これまで関心の薄かった自分が大きく変わった気がしました。平野さんのような頼り

になる女性弁護士が活躍していただけるよう願いますが、私たちも関心を深め、声を出していくこと

で誰もが公平な法で守られる社会を目指す一助になると思いました。       石井久子 

 

プロジェクト企画学習会まとめ 

 


